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愛で地球 ― グローバル ― を救おう 

 北米テネシー州ノックスビル市の教会でひらかれたグローバル・ミッション・コンファレスに出席してきまし
た。春の訪れを告げるダッグウッド（花みずき）は、まだ蕾み
がかたく、枝いっぱいに四弁の花を咲かせるには今しばらく
の時間がかかるようでした。世界宣教大会が開かれたシダ
ースプリングス長老教会は、１７９６年、馬に乗った伝道者が
開拓をはじめたもので、小さな木造の教会からスタートしまし
たが、現在は、同じ敷地に数棟の建物をもつ四千人規模のメ
ガ教会に成長しました。毎年この時期に九日間、国内外の宣
教師家族を招待して、世界宣教へのチャレンジをあらたに
し、宣教師を支援している教会員との相互の交わりを行って
います。今年の特別講師は、ＨＣＪＢ前会長のロナルド・クラ
イン博士でした。私たちも会場を転々としながら、礼拝、成人
クラス、婦人会、小学生、高校生、大学生クラス、朝食祈祷
会、昼食会、夕食会などで、ＨＣＪＢ日本語インターネット・ミ
ニストリーについて報告しました。滞在した家族とは初対面でしたが、とても親切にしていただき、日本語ホ
ームペ－ジをひらいて、来客にも紹介してくださいました。三度目の出席なので、顔見知りの人たちもふえ、
祈り、祈られる関係のきずなをお互いに強めることができたのは幸いでした。 

 現在この教会が支援している宣教師の数は１３７組で、そのうち今年の出席者は３７組だけでしたが、グ
ローバルと呼ぶにふさわしくいろいろな国で活躍する人たちとの出会いがあり、同じ宣教師としての思いを
分かち合うことができました。その何人かをここでご紹介したいと思います。 

エジブト人のレーソンダック夫妻： セイシェルとケニヤ宣教したあと、現在スロバキアの大学生、高

校生に伝道、孤児院も経営。子供は６人。  
ヨルダンのアラブ難民キャンプで宣教しているアティア夫妻： 以前日本で大学生伝道にたずさわっ

たことがあり、日本語であいさつされました。中肉中背で親しみのあるエジプト人でした。  
フィル・カントレルさん： タタールスタン（ロシア連邦）で平和部隊として活躍したあと、モスクワで耳の
不自由な人たちのための教会をつくり、そのあとタタールスタンにふたたび移って今は身体障害者

のための教会に挑戦。  
インド人のポール・ビリーさん： アメリカに留学して修士号を受け、タイに重荷をもって宣教師として

入国、教会建設、教育、信徒訓練、カウンセリングなどで広く活躍。  
フィリピン人のマリング夫妻： インドネシアで伝道している時、イスラム教徒の迫害にあって、国外追

放を受けたものの、挫けず近隣諸国の巡回伝道にフル回転中です。  

 日本に関係のある宣教師にも会いました。神奈川県横須賀市追浜
で婦人宣教師だったサンディ・モースさんは、縁あってメキシコ人の
カルロス・リオさんと結ばれ、メキシコのバナ半島最突端の町で教会
建設中。４０年以上も日本伝道に生涯をささげたサンディさんは、北
米に帰国したあともアパートの近くの事務所を借りて日本人への集
会を続けていました。大阪で宣教している息子に会いに行きたいと
話していました。そのほか、今回は国内宣教師も多数参加しました。
朝食祈祷会で隣にすわったゴ－ドン・アダムスさんは、がっちりした
元海兵隊員で、従軍牧師に導かれた体験をいかして、地元でシェリ
フ(警察官)専属牧師として奉仕しています。大きな腕で私をだきかか
えるようにして熱心に祈ってくれました。新しい動きのひとつとして気

づいたことは、教会が次世代をになう学生伝道に力を入れていることでした。温暖な土地柄もあって世界か
らの留学生が大学に集まってくるので、国際学生伝道はこれからも積極的にすすめられるようでした。私た
ちを空港に迎えにきてくれたレギヤーさん夫妻も結婚四ケ月、まもなく留学生伝道のためにドイツへ宣教師



として飛び立ちます。 

 私たちは戦後の科学主義と物質的な豊かさがすすんでいく
なかで、「こころ」の問題がいつのまにかなおざりにされてし
まったようです。新世紀を迎えても世界情勢は先の見通しも
つかず、むしろ混乱と不安は深まるばかりです。「もの」の大
量生産化、能率化、高度情報化のはなやかさが、人間の目
に最も大事なものを見えなくしてしまっているのです。「２０世
紀は近代科学的な方法が相当なところまですすんだが次の
２１世紀は反転させてこころの自然破壊、こころの汚染に注
目しなくてはならない」と有識者は警告を与えています。その
ため教会は立ち上がっているのです。人間生来の欲望と憎し
みが生み出す終りなき戦いは、神の愛とゆるしなしには止め
ることはできません。いまこそ教会は神のメッセージを託され
た宣教師を世界のすみずみまで送り出さなくてはならないの
です。全人類を愛しておられる創造者なる神は、「すべての
つくられたものに福音を伝えよ」と命じられました。これを受けた教会と使命に立った宣教師がチーム・ワー
クを組んで、神とともにこの遠大な救いの計画に参加しているのです。歴史と伝統のなかで底流となって流
れているダイナミックな神のみこころをひしひしと感じる宣教大会でした。 
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